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《議員討議の実施》　・・・・・

《議員勉強会の実施》・・・・・
《議会報告会の実施》・・・・・
《広報活動の実施》　・・・・・

《議員個々のスキルアップ》・・

　昨年設置された議員定数等調査特別委員会では、これまで議
員間協議、議会講演会、まちづくりワークショップを開催し、こ
れからの新十津川町議会のあるべき姿に向けた中間報告書を作
成しました。
　今回の特集では、議員間協議による中間報告と議会講演会、
まちづくりワークショップの報告と共に、町民にとって必要とさ
れる新十津川町議会に向けた最終報告に向け、皆さんとともに
考えていきたいと思います。 「

ど
う
す
る
！

報
酬
と
定
数
」

【第１回目：10月30日】

住民の負託に応える新十津川町議会五つの機能

五つの機能を果たすための議会活動

㈠　行政執行に対する監視・チェック機能
㈡　住民の意見・要望を聞き、行政に届け
る機能

㈢　住民に情報提供する機能
㈣　政策（国、道を含む）の課題分析機能
㈤　町の将来像を見据えた政策提言をする
機能

課題抽出と課題分析し、必要性に応じて議員協議、政策
提言へ
知識向上、政策課題の発見と先を見据えた政策立案へ
幅広い世代の意見、要望をキャッチし提言書提出へ
議会の情報を発信し、議会活動への関心向上と住民自治
の充実へ
議員個々の資質向上と議会力アップへ

テーマ：住民の負託に応える新十津川町議会機能と活動内容

【第２回目：11月２日】

【定数の考え方】
・専門性の向上、委員会活動の強化、充実した協議（討議）を行うことので
きる人数
・一部事務組合等の分業化と負担が軽減できるような人数
・幅広い町民の意見を汲み取ることができる人数
・住民が納得する人数（人口、予算など）

【報酬額の考え方～議員活動を支える、生活基盤の強化】
・子育て中の年代でも生活が維持できる額⇨年額400 ～ 450万円程度
・40歳代前後の役場職員の給与を基
準とした額⇨年額470万円程度

・全国町村議会報酬額の平均（中間）
より少し上の額
・現状の報酬額を維持し、政務活動費
をプラスした額
・定員を減らして報酬を増額する⇨月
額23万１千円（定数９人：▲２名減）

テーマ：充実した活動を行うための環境整備（やりがいを感じ、
　　　　安心して活動できる環境とは）

　
今
後
、
町
民
の
声
も
踏
ま
え
な
が
ら

更
に
議
員
間
で
の
協
議
を
深
め
、
議
会

の
あ
る
べ
き
姿
最
終
報
告
に
向
け
、
定

数
や
報
酬
の
具
体
的
な
方
向
性
を
出
し
、

町
民
へ
の
説
明
、
報
酬
等
審
議
会
へ
の

諮
問
等
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
将
来

の
新
十
津
川
町
議
会
を
ど
の
よ
う
に
す

べ
き
か
、
皆
さ
ん
も
一
度
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

議
会
講
演
会

　
札
幌
大
学
教
授
で
あ
り
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
で
も
お
な
じ
み
の
浅
野
教
授
を
招
い

た
講
演
会
を
開
催
。
町
内
外
か
ら
約
60
名

の
方
が
参
加
し
、
軽
快
な
関
西
弁
で
新
十

津
川
町
議
会
の
現
状
と
議
会
を
取
巻
く
全

国
的
な
状
況
な
ど
か
ら
、
今
後
の
議
会
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
提
言
が
あ
り
ま
し

た
。

開
催
日
　
平
成
29
年
11
月
４
日

場
　
所
　
新
十
津
川
町
総
合
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー

講
　
師
　
浅
野
　
一
弘
教
授
（
札
幌
大
学
）

テ
ー
マ
「
み
な
さ
ん
の
、
み
な
さ
ん
に
よ

る
、
み
な
さ
ん
の
た
め
の
新
十

津
川
町
議
会
」

講
師
の
提
言

《
議
会
活
動
に
対
し
て
》

◎
町
民
が
関
心
を
持
つ
議
論
を
展
開
し
て

い
る
か
。

◎
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
議
会
広
報
の
内
容

は
町
民
が
知
り
た
く
な
る
情
報
に
な
っ

て
い
る
か
。

◎
新
十
津
川
町
議
会
の
話
題
が
少
な
い
、

も
っ
と
露
出
す
る
こ
と
を
意
識
す
べ
き
。

《
定
数
・
報
酬
に
つ
い
て
》

◎
原
案
は
議
員
で
作
っ
て
も
、
必
ず
町
民

の
声
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
。

◎
説
得
力
が
あ
っ
て
、
町
民
が
納
得
で
き

る
こ
と
。

◎
過
去
の
経
緯
を
し
っ
か
り
踏
ま
え
、
新

十
津
川
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
（
新
十
津
川
方

式
）
で
考
え
る
こ
と
。

《
な
り
手
不
足
に
つ
い
て
》

◎
投
票
率
の
低
下
と
、
議
員
の
な
り
手
不

足
は
比
例
す
る
↓
投
票
率
を
上
げ
る
工

夫
を

◎
選
挙
の
主
役
は
立
候
補
者
で
は
な
く

「
町
民
」↓
選
挙
後
も
町
民
の
役
割
は
大

き
い
（
製
造
物
責
任
）

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
の
開
催

　
町
民
と
共
に
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
考

え
る
こ
と
を
目
的
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
。
３
つ
の
テ
ー
マ
を
各
グ
ル
ー
プ
で

話
し
合
い
、
考
え
を
ま
と
め
ま
し
た
。

開
催
日
　
平
成
29
年
11
月
25
日

場
　
所
　
新
十
津
川
町
総
合
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー

　
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
次
の
よ
う
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

◎
町
民
の
声
を
行
政
に
届
け
る
た
め

◎
町
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め

◎
二
元
代
表
制
の
維
持
の
た
め
　

◎
条
例
を
制
定
す
る
た
め

◎
町
政
施
行
者
と
の
適
度
な
緊
張
関
係
を

保
つ
た
め

◎
町
長
提
案
政
策
の
可
否
の
根
拠
を
示
す

た
め

◎
目
先
に
と
ら
わ
れ
ず
に
長
期
的
な
視
野

(

町
の
将
来
展
望)

で
の
活
動

◎
地
域
の
問
題
点
（
課
題
）
を
的
確
に
把

握
す
る
た
め
の
活
動

◎
町
民
の
声
を
聞
く
活
動
（
カ
フ
ェ
な
ど

の
実
施
な
ど
）　

◎
議
員
個
々
の
目
標
（
町
民
目
線
）
を
定

め
町
民
に
伝
え
る
活
動

◎
町
の
課
題
を
行
政
に
伝
え
る
活
動

◎
町
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極

的
に
と
る
活
動

◎
町
民
の
立
場
に
な
っ
て
、
行
政
に
も
の

を
言
う
活
動
（
代
弁
活
動
）

◎
町
民
の
声
を
政
策
に
反
映
さ
せ
る
活
動

◎
報
酬
額
を
上
げ
る

◎
議
員
を
辞
め
た
後
の
生
活
保
障

◎
議
員
生
活
の
安
定
基
盤

◎
議
員
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制

◎
議
員
へ
の
意
欲
向
上
を
目
指
し
た
勉
強

会
等
の
実
施

◎
町
民
に
分
か
り
や
す
い
議
会
の
Ｐ
Ｒ

◎
日
曜
、
夜
間
議
会
な
ど
仕
事
に
影
響
し

な
い
活
動
環
境
整
備

◎
定
数
の
削
減

テ
ー
マ
　
１

　「
町
民
か
ら
見
た
議
会
の
必
要
性
は
」

テ
ー
マ
　
２

　「
町
民
か
ら
見
た
議
会
（
議
員
）

　
が
行
う
べ
き
活
動
は
」

テ
ー
マ
　
３

「
議
員
に
立
候
補
す
る
方
を
増
や
す
た
め

に
は
、
ど
の
よ
う
な
取
組
み
が
必
要
か
」
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